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三上日出夫

On Laing旬 hookeri(Rhodophyceae， Delesseriaceae) from New Zealand. 
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The apical segmentation and the reproductive organs in Laingia hookeri (LYALL) 
KYLIN were observed on the basis of specimens collected in January and March 1945， by 
L. B. MOORE at Wellington， New Zealand. 1) The thallus is polystromatic throughout 
except at the apices. 2) The apex is typical of other Delesseria group: intercalary divi-
sions are present in the cell rows of the second order. 3) The procarps are formed 
acropetally on the central row of cells of the special proliferations. 4) The procarps 
consist of a four-celled carpogonial branch and two groups of sterile cells. 5) The 

tetrasporangial primordia are cut 0妊 fromthe surface cell as in Delesseria type. 

Hideo Mikami， Sapporo University， Sapporo・Nishioka，062 Japan. 

Laingia属 (KYLIN1929)のタイプ種である Lain-

gia hookeri (LYALL) KYLINのタイプロカリティは.

ニュージーランドであり，その外形は確かに日本産の

コノハノリ (Congregatocarpus仰 cificus)に幾分類

似している。そこで YAMADA(1932)はLaingia属

を新設した KYLINの意見を翻酌した上で，日本産コ

ノハノリに対し Laingiapacifica (YAMADA) YAMA-

DA (Syn: PseudoPhycodrys pacifica Y AMADA)の

学名を与え，その後は久しくこの名が用いられていた。

さて最近，オーストラリアのソゾ属 (Laurencia)研

究のため Adelaide大学に留学された北大水産学部，

斎藤譲博士の御尽力により，ニュージーランド産Lain-

gia hookeriの貴重な標本の提供を受け観察を行った

結果，真正の Laingiaについて確認できた性質の若

干につき簡単に報告したい。

材料: このたび用いられた標本は， すべて L.B.

MOORE により採集かつ同定されたものである。謄薬

二葉のうちの一葉は， Wellington， Lyall湾での打上

げ品3個体より成り， 1945年1月19日に採られ何れも

文部省科学研究費 (254234)による研究の一部
札幌大学(062札幌市豊平区西岡 243-2)

未熟体のみであった(Fig.1)。しかし他の一葉は1945

年3月3日， Wellington， Eastbourneにおける打上

げ品で若い雌性体 (Figs.2-3) 及び若い四分胞子体

それぞれ1個を含む4個体である。

外形:体は単独，木の葉状で短い柄 (0.5-2.0cm)を

もっ。葉状部の長さは 15-25cm，巾は 8-12cmほど

ある。中肋は存在するが，日本産のコノハノリに見ら

れるような中肋からの分岐は全く認められない。側脈

は個体によって屡々不明瞭となる。

生長点:Fig. 4.は本種の生長点を示したものであ

る。即ち，横に関節する頂細胞 (a)をもち，第2位列

には介生分裂 (i)が認められる。第3位列の頂細胞は

そのすべてが縁辺に達するとは限っていない。

プロカルプ:本種のプロカルプは雌性体上に生じた

小さな特別裂片上の中肋線に沿って求頂的に形成され

る (Fig.5) 0 Fig. 6はプロカノレプの発生経過を示す。

即ち.本種のプロカルプは1組のカルポゴン枝と 2組

の中性細胞とから成り立つ。

四分胞子褒:四分胞子褒斑は直接体表上に不規則な

群をなして生ずる。四分胞子嚢原基 (primordia)は

Fig.7に示したように surfacecellより発生する。
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構造から判断して，木径を Hytoglossumグノレープよ

り移し Delesse1'Iaグノレープに配置すべきであるとの

結論を示した。

さてこのたび筆者の手元に入ったニュージーランド

W巴Ilington からの材料について，その生長点を観察

した結果は WAGNER (1954)の下した結論と完全に

一致した。 J![Jち，その介生分裂は第 H立列には全く見

られず，第 2位列に至って始めて認められ，正に

Delesseγza型生長点であることが確認て‘きた。従って

この事は日本産コノハノリ(三上 1970，MIKAMI 1971) 

の場合，第 1位列に明かな介生分裂を持っていること

と対照的相迭を示しているといえる。次に木種のプロ

3 カノレプ。はUlのカ川ゴン校と 2組の中性細胞とから
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Figs. 1-3. Laingia hoolzeγ (LYALL) KYLIN 
1. Sterile sp巴CllT1号nsfrom Lyall Bay， Wellington， 
New Zealancl (Col.巴tDet. L. B. MOORE). 2. Fe-
male specimen with special proliferations from 
Eastbuurne，羽Tellington，New Zealancl (Col. et 
Det. L. B. MOORE). 3. Th巴 same，mol'巴 highly
magl1l凸ecl.

考察

Laingia (KYLlN 1929)は，ニュージーランドに既

にま日られていたところの DeLesseriahookeri LYALL 

(HARVEY 1855)を恨ぬとして KYLlN (1929， 1956) 

により新設された属である。当初 KYLIN (1924)は

DeLesseγia hoolwri の所}，if，に関し，恐 らくそれは

Delesseγza グノレープに近縁の新属であろうとの見通し

をも っていたが，後に彼が木種を新l玄 Laingia とし

て記載した際，本種の生長点fb'i造は BOI1-yocaγ仰 属

lこ類似しているとして Hytoglossu1咋グノレープの下に

配置した。

一方，百九TAGNER (1954)はニ ュージーランドの Ste-

wart島からの材料に一基づいて本経の再検討を行った

結果，上記 KYLlNの見解を退けると共にその生長点

成り立っており，カノレポゴン校がほぼ完成したと見ら

れるH寺点で第l次中性細胞は 2ヶに分裂しており，第

2次中性細胞は母細胞のままである像がしきり!'こ観察

された (Fig.6)。甚だ残念乍ら助細胞の分割を示す

時期の像は観察されなかった。 j拠点度が低かったため

にゴニモプラス ト及び設果の形成もまた全く見られな

かった。なお四分JI包子袈原基 (primorclia)の発生に

関して筆者による観察の結果は Fig.7に示したよ

うにそれは surfacecellからの形成であることがほ

ぼ確かめられた。ところがこの点に関する ì~!AGNER 

(19511)の記述を見ると，本種の場合は恐らく surface

cellからの形成ではなくて，Maγionella 属の場合の

ように primarycell及び corticalc巴11 から生ずる

可能性が強いとしている。しかし乍ら WAGNEI互によ

って画かれた四分胞子裁の表面観察像 (VVAGNER

1954. p. 310， Iig. 125)を見るとそれはむしろ surface

cell からの発生を|暗示しているように見える。 R/lち，

若い匹l分胞子襲原~(primorclia)の直上を覆う筈の表

皮細胞が目立って存在していないことがそのことを装

付けている証拠と考えられるo

終りに，ニュージーランド産の貴重な標本を提供下さ

れた北大水産学部，斎藤議博士に深謝申し上げる。

引用文献

HARVEY，もN.I-I. 1855. Algae. 1n J. D. HOOKER， 
ecl.， Flora Nova巴-Zelanclia巴 2:211-266. 
I壬YL1N.H. 1924. Stuclien uber clie Delesseriac巴巴n.
Luncls Un凡 Arsskrift，se1'. 2. 20・1-111.
一一，1929. Die p巴ele白ss悶巴引na一
Luncls Univ. Arsskr口if丘t，s巴1'.2. 25: 1-15. 
一一一，1956. Die Gattungen cler Rhoclophyceen. 
CWK Gleerups F凸rlag，Luncl. 

三上日出夫 1970 コノハノリの生長点及びプロカノレ



stc2mc 

Mikami， H.: Langia from New Zealand 67 

4 

4 6-8 

30 f'm 

5 .  

'01町、

Figs. 4-8. Laingia hookeri (LY ALL) KYLIN 4. Apices of thaIlus-segments. 5. Female proIif-
erations with Iocations of procarps indicated by stippling. 6. ApicaI part of proIiferation show-

ing stages in development of procarp. 7. Surface view of blade showing superficiaI position of 
tetrasporangiaI primordia. 8. Surface view of blade with mature tetrasporangium. 1-7: segments; 
a: apicaI ceIl; cbh cb2， cb3: first， seond， and third ceIls of cardogoniaI branch， respectively; 
cbi: initiaI ceIl of carpogoniaI branch; cp: carpogonium; i: intercalary ceIl; sc: supporting cell; 

stCl: first group of steriIe ceIls; StCl mc， StC2 mc: mother ceIls of first and second groups of 
steriIe ceIls， respectively; p : tetrasporangiaI primordia; t: tetrasporangium. 
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後藤敏一:珪藻植生の研究に際しての生細胞と死細胞を判定する一方法

Toshikazu GOTOH: On a judging method of living cells or non-living cells 

in the study of the diatom vegetation. 

ある水域におけるJl蕊ht(生をI!f.!らかにしようとする
場合，探集試料中に合まれるそれぞれの(同体が，その

水域で生育していたかどうかを判断することは重要な

ことである。

7!(rjlの石の表面，あるいは底泥表面から得られる試

料を検鈍すると死細胞がかなりの'Jil!合で混入している

ことがあり，それらがはたして探築地点で繁殖してい

たのか，あるいは他に由来するのかと うか判断に困る

ところである。たとえば官者が調査した淀川の汽水域

の場合では.7!(中の石の表而より得た試料1:1'に合まれ

る種~!i数の約半数が死~:II\ II包 として出現し，それらの随

の息分に対する適応性などから調査水域における生育

の可能性が少ないことをjfi摘し，さらにそれらが上流

より流下し付着したのであろうと推定した(後藤 1978

印刷11')。 このように 死制胞としてu:"現する([1;1体のL13
来をうちえる|昨，まず段初に探集試料'1'に合まれるfI司体
の生死(深集H寺に生きていたのかどうか)を判定し，

同lI~î'にそれらの積約を l明 らかにしなければならない。

その後にそれぞれの邸について11'，現相対頻度，死市11¥胞
の合平i払以境に対するi凶応性， 1也に由来する可能性
など極々の要因について検討し惟定され得る。

さて，珪ぶ植生を知 るよでfI，'~{本の生死の判〉じが重~
な~宗となっていることはヒ記でl明らかであるが，そ

の方法として一般には限処理をした試料を Pl巴urax

などの封入斉I!で封入し，ifJJ倍ギで検鋭して艇の岡山を

行ない， 次に自主処r1l lì~ の試1'"1 を 71(で封入したプレパラ

ー卜を検鋭して原形質の可1無で判断されているようで

ある。しかし ， この J~~j合水で封入してある為に脱の同

定に必~とされる百倍，容の検鋭ができず，ノト~'Jの種を

同定することが図縦である。また，原形質の有無の判

定についても同様である。 そ こで筆者はこれらの，I~~，、を
Jf服して. 7j(で士、}入する代わりに Pleuraxなどの封

入斉11よりは性能の点、でやや劣るが Canadabalsamを

使用することにより~~倍，ねの検脱が可能であり ， さら

に原形質を染色することによりその存(Iが判定しやす

い附1¥1な方法を考案したので宇Il告する。その方法の概

裂を次に示す。

1. 採集した試午、| の~rtl)を試験管にとる。(試料は

生でもフォノレマリン回定したものでもよい。)

2. に酢円安カーミンを迎ill:1J1lえ数分間放置する。
3. 試本|を洗殿させ，上澄被をJf:て.7kを1mえよく
撹持する。

4. 3 を 2~3 固くりかえす。

5 余分な酢問主力 一ミンが7j(!JI:されたなら，資本|を

スライドグラス上にとり ， 電存!~ ~~ をmいて ~J~ t.鼠て" 1JII熱

し ， 完全に乾燥する前に1JI 時~\を仁1 '1折し後は余熱で乾燥

する。

6. Canada balsam (Xylen巴でかなり五ijめたもの

を使用する)で封入し少し加熱する。
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Figs. 1-3. Light micrographs of living cliatoms. 

Fig. 1. Achnanthes bγevites AGA I~D" var. inter-

media (KOTZ.) CL8VE (girclle-view). 

Fig. 2. Cymbella tusilla GRUN. (valve-view). 

Fig. 3. Nitzschia inconsticua GIWN. (girdle-

VI巴11')

上記の方法でプレパラートを作製し 1，000倍の倍率
で 1lÎi~診したのが Figs. 1-3である。このよ うに日l音寺ご

での矧祭が"r能であるために極の同定に重要な袈素で
あ る殻面の条*)~などが明 11京であり ， また ， 1京形11が染
色されていることによりそのli'!ll認がni'j1ljにでき， t采集
¥1与における出II¥}I包の生死の判定が容易である。さらに，

乙の方法を)fJいることにより 11'，3;11.1'11刈頻度も谷易に算
定できることも利点、の lつといえよう。
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